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《保健体育科》

「わかる」と「できる」が共感し合える体育学習
一知識構成型ジグソー法による体育の学習指導を通して一

兼城雅也ホ神谷千恵子* 砂川|力也村増津拓也村

市琉球大学教育学部附属中学校 **琉球大学教育学部

I 主題設定の理由

1 社会的背景から

現代社会において、スポーツは世界共通の文化と

して人々の豊かな生活の創造に不可欠なものとなっ

ている。

現在、我が固においても新たなスポーツ政策が制

定され、スポーツとのかかわり(する、観る、支え

る、育てる)を楽しみながら豊かなスポーツライフ

の定着をめざすスポーツ推進の時代を迎えている。

一方、積極的に運動やスポーツを実践する子とそ

うでない子の二極化や、子どもの体力低下は依然と

して課題であり、運動・スポーツに親しむ資質や能

力が充分に育まれていないとの指摘がなされている。

このような背景から教科体育においては、子ども達

の運動やスポーツに関する諸問題の解決を図りなが

ら、文化的営みとしての運動やスポーツを学ばせ、

生涯を通じて主体的に運動やスポーツへかかわるこ

左ができる資質や能力をはぐくむ指導の工夫が求め

られている。

2 二れまでの研究から

本校保健体育科では、これまで「生涯スポーツの

実践カを培う基礎・基本の習得と活用能力J(平成 19

年~平成 21年)、「習得した基礎・基本を実生活に活

かす授業づくり J(平成 22年~平成 24年)をテー

マに研究を行ってきた。その成果として、基礎的な

運動の技能や知識を身に付け、それらを活用して自

らの運動課題を解決する力をはぐくむことができた

と考えている。

しかし一方では、本校生徒においても全国の子ど

も遣と同様に運動実践の二極化の実態があることが

分かっている。

そこで本研究(平成 25年~平成 27年)では、新

たな教科指導の工夫が求められている現状や本校生

徒の実態を鑑み、主体的に運動行動を生起、継続す

るためには、内発的動機づけや同一視的調整といっ

た自律的な動機づけが不可欠であるとする動機づけ

研究 (1)に着目し、自律的動機づけの高まりに主眼

を置いた知識構成型ジグソー法による体育の授業づ

くりを行っている。

1年次の研究主題を「主体的に運動やスポーツに

かかわる生徒の育成」とし、副題に「わかる」と「で

きる」が共感し合える体育学習を設定した。

テーマ設定の理由としては、わかることできるこ

との喜びやその過程で協力し合い、感動を分かち合

う仲間の存在が運動・スポーツ実践への意義や価値、

大切さを深め、自律的な動機づけを高めると考えた

からある。研究の前半は、知識構成型ジグソ一法へ

の理解を深めるための理論研究を中心に行った。そ

の成果と課題を踏まえ、後半では動機づけや体育学

習の指導に関する理論研究を行った。それらをベー

スに本校保健体育科が考える知識構成型ジグソ一法

を柱にした「わかる」と「できる」が共感し合える

体育学習の構想図を作成した。その構想図を基にパ

スケットボールの単元を計画、実践し、集団や抽出

生徒の変容をみとった。 1年次の研究結果から次の

ことがわかった。

①運動やスポーツの構造的特性について知ることが
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新たな力を体得するための対話を促す可能性があ

る。

②メイン課題の設定には生徒の実態を考慮すること

が重要である。

③今持っている力を考慮したエキスパート課題を設

定することで主体的なかかわりの中で理解が促さ

れる。

④技能や記録の変容、自律的動機づけ及び運動有能

感に関するアンケート調査などを客観的に分析す

る必要がある。

そこで2年次は、よりわかること、できることに

重点を置いた研究を推進するために、研究主題を「わ

かるJと「できる」が共感し合える体育学習に改め

た。具体的には、知識構成型ジグソー法による体育

学習について再度検討し、それに基づいたハードル

走の授業づくりを行い、技能の変容やアンケート調

査の結果などを統計的に分析した。

その結果、全体的な記録の向上や統制感の高まり、

記述による解の深まりなどから、直接指導を主とし

ない知識構成型ジグソ一法による技能の指導でも

「できるJようになり、子どもたちの気づきを中心

とした主体的な体育学習の指導方法として有効であ

ることが示唆された。しかし、自律的動機づけや運

動有能感全体の高まりに関して有用となる結果は得

られなかった。

その理由として、ジグソー活動により学習の目標

がより高度に且つ具体化されたため、相対的に自己

の身体的有能さの認知を低く見積もってしまうこと

や、実際に技能を向上させることができなかった生

徒の結果が影響したと考えられた。

そこで今年度は、 2年次の研究テーマを継続して、

個々の生徒の実態に合わせて、教師の指導性を発揮

するよりできることに重点をおいた授業の実践を行

い、その結果を検証する。

E 研究目的

本研究は、現在及び将来にわたって主体的に運動

やスポーツにかかわる生徒の育成を目指し、動機づ

けに着目した知識構成型ジグソー法による「わかる」

と「できる」が共感し合える体育の授業づくりを目

的とする。

E 研究内容

1 本校研究総論との関連

研究総論との関連から本校保健体育科では、「深い

理解」と「対話」について次のように定義する。

(1) 体育における漂い理解

①理解の対象について

生涯スポーツを志向する体育学習では、運動・ス

ポーツに親しみ、楽しむという目的的価値が第一目

標として扱われ、それぞれの運動・スポーツが持つ

固有の楽しさ(機能的特性)を学ばせることに主眼

が置かれている。楽しさとは情意でありそれ自体で

存在しているのではなく、それぞれの運動・スポー

ツを特徴づける技能や知識、ノレールなど(構造的特

性)と密接に結びついて生み出される。そのため、

必要とされる技能や知識、ノレールなどが楽しみ方と

して理解されていなければ、楽しさを求める自発的

で主体的かっ継続的な運動・スポーツへのかかわり

へとは発展しない。このことは、実際に運動やスポ

ーツを行う子ども達の姿からも言える。楽しみ方を

理解している子は、持っているカを能動的に発揮し、

時にはその力を高めながら運動やスポーツから得ら

れる楽しさを精一杯、味わおうとする。逆に、楽し

み方がわからなければ、自ら動くことができずに受

け身になり、楽しさを理解するには至らない。つま

り、子ども遣にとってその運動やスポーツ楽しさは、

楽しみ方を理解し、適応できる自己がいてはじめて

感じることができるのである。このことから、本校

保健体育科では、体育における理解の対象を「運動

やスポーツが持つ固有の楽しさ及び楽しさを生み出

すための楽しみ方」とする。

②漂い理解について

金子 (1988)は「ある運動知識を知っているから

といって、その運動を実現できるということにはな

らない。」 ωと述べ、畳の上の水練を例に挙げ、「知

る(情報の獲得)Jと「できる(技能の獲得)Jの聞

には、遂行の経験が不可欠であり、身体操作の試行

錯誤により「わかる気がする」、「できる気がする」

という過程を経て「できる」に至り、どうやればよ

いかが「わかる」ようになると説明している。同様

に神山 (2013)は、これは泳ぐということが身体的

理解の範晴であり、ことばによる理解ではないから
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であると述べている。また、来原 (2012) は「体育

授業での運動技能の習得・習熟・向上・上達などの

様子は、外部から見ても明白J(3)であり、そこには

必ず技能そのものの理解や子ども相互が練習し土達

し合うための話し合いや、コミュエケーションのた

めの言葉や動きの理解が付随しているとし、体育に

おける「わかる(理解)Jと「できる(技能の獲得)J

が表裏一体の関係であると述べている。つまり、体

育における理解 (iわかるJ) とは「知る」こととは

区別され、からだを動かした感覚を通して得られる

身体的理解であり、「できる」ことと直接的に結びつ

いて技能として体現されるものと言える。

以上のことから、本校保健体育科では、体育にお

ける深い理解を「運動やスポーツの楽しみ方を理解

しながら、能動的に楽しさを得ることができる状態J

K定義する。そして、その理解の深さは技能の習得

や向上として把握することができる。と同時に、体

感した楽しさや体得した楽しみ方を伝えることばに

も、より具体的で詳細な内容の変化として現われる

と考えている。

(2) 体育における対話

①対話について

対話とは、意味(言葉が示す内容)のズレをすり

合わせ、共有するプロセスであり、他者との聞で行

われるコミュニケーションの 1つとされている。こ

のことをペースに、教科の特性や本校保健体育科が

定義する体育における理解との関連から意味(言葉

が示す内容)を技能(動きやプレイ)に置き換え、

体育における対話について述べる。

前述したように、対話は他者とのコミュニケーシ

ョンであり、他者との対話として捉えることが一般

的である。しかし、技能が中心課題であり、それを

体得することを目指す体育の学習では、運動する主

体としての自己と身体感覚との対話である自己内対

話が非常に重要となる。ただ、他者.!::の対話が必要

ないというわけではなく、身体操作のコツに気づく

きっかけや集団での連携した動きを身につけたり、

高めたりする活動として不可欠である。つまり、体

育における対話は、「からだをどのように操作するか」

や「からだを空間のどこに置くかIなど、身体操作

や動きのズレを修正するために行われる活動であり、

“体話"(からだとの話、からだについての話)とし

て言い換えることができると考える。

②対話の場面

体育における対話(体話)は、運動・スポーツの

目的や課題を意識したときに行われ、それらが明確

化することで活発になる。例えば、よりよくできる

子が行う「よい」とされる「型」に現れる動きや動

く感じに向かって一生懸命練習する姿、パスがつな

がりそうな場所やタイミングのイメージを共有し、

チームのチャンスやピンチを共に感じながら、協力

プレーで攻撃や守備を行う姿、そして、そのために

行われる練習の計画や作戦会議などがこれにあたる。

③対話と共感

共感とは、他人の体験する感情や心的状態、ある

いは主張などを全く同じように感じ、自己を同一化

させることである。この共感は、カウンセリングに

おいて重要なコミュエケーション要素の lつとされ、

相手と相手の世界を理解して相手とともにいる状態

のことを指し、傾聴や対話などを通して引き起こさ

れるという。その効果には、自尊心や自己肯定感の

高まりなどが挙げられている。

共感について体育学習では、他者の運動感覚に自

己を同一化させる運動共感がある。この運動共感は、

個人や集団における技能の獲得に不可欠とされる。

また、技能についての身体的な感覚だけではなく、

他者が感じるうれしさや楽しさ、悔しさなども同一

化されて心情の共感まで引き起こす。つまり、運動

共感は動きの習得や向上だけではなく、その過程で

起こる成功の喜びや試行錯誤の葛藤までもが共有さ

れて心をつなぎ、他者を理解する能力をはぐくむこ

とに寄与する重要な活動である。

④対話の定義と捜業への位置づけ

そこで本校保健体育科では、体育学習における対

話を「個人や集団の技能の習得・向上及び目的達成

のために、諸課題のズレをすり合わせ、共有し、修

正するためのプロセス」と定義するとともに、技能

の習得や向上、目的の達成、さらに心の成長を促し

社会性をはぐくむための重要な活動として位置づけ

る(図1)。但し、教科の特性から長時間、身体活動

を中断する話し合いは望ましくない。動きながら考

える自己内対話や、考えながら動く身体表現による

他者との対話を大切にする必要があると考えるロ
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園 1 体育学習における対話(体話)

2 捜業づくりについて

(1) rわかる・できる授業」について

栗原 (2012)は、「わかる」ためには子ども自身の

「わかった」という実感が大切であり、末知の物事

を自分自身の体験によって既知の我が物として体得

させることが重要であると述べている (6)。そして、

わかる授業とは「子どもたち自身の既知・既習・既

有の知識をもとに、子どもたち自身の学習活動を通

して、子どもたち自身が未知・未習・未有であった

知識を獲得する授業J(7)であり、間接的に指導され

なければならないとしている。また、できる授業も

その構造は同じであるとして「できる体育授業の成

立領域」を示している。この成立領域を子どもたち

が自分の力で渡ることができるようにするために、

教師は文化や教育内容という学習内容にあたる「わ

かってほしいこと」、「できてほしいこと」を子ども

たちに対象化させ、今持っているカを総動員して新

たな力に結びつけようとする学習過程を構築しなけ

ればならないとしている。このことを参考に、上地

(2002)の「今持っている技能で楽しむことを目指

す指導J(8)の考えを踏まえ、「わかる・できる授業」

を「今持っている力で学習課題に取り組み、新たな

力として運動やスポーツの楽しみ方を身に付けたり、

高めたりしながら、運動やスポーツの楽しさを実感

する授業Jと定義する。そして、その中核となる間

接的指導方法に知識構成型ジグソー法を取り入れ、

聞いを中心とした対話による主体的・自主的な体育

学習の授業づくりを行う。ここで、「わかるJと「で

きるJが共感し合える体育学習の構造を図 2に示す。

新たな力
運動・スポーツ文化 「策レさ」

.体育教育の内容「楽レみ方」

園2 rわかる』と『できる』が共感し合える体育学習の構造

(2) 自律的動機づけを高める学習過程

動機づけに関する理論である自己決定理論 (9)で

は、運動やスポーツに対する内発的動機づけは、先

験的にもっているのではなく、経験的に形成される

とされ、外発的に動機づけられた行動(他律的に動

機づけられている行動)であっても、積極的にその

価値を受け入れ、その行動が自らの意思と判断で自

己決定される内在化の過程を通して、自律的に動機

づけられた行動へ変化するとされている。

細江 (2009)は、自己決定理論に基づき体育授業

の流れを「やってみるJ、「ひろげる」、「ふかめる」

の3つのフレームで構成することを提案している。

その学習過程は、教師が提示する課題に取り組むこ

とから始め、仲間と意見やアイディアを出し合いな

がら理解したことを広げ、それぞれの思いやこだわ

りを膨らませ、みんなで共有するという流れをたど

る(酬。そして、自律的動機づけとの関係を教師が与

えた最小限のやさしい内容や動きを、まず、やって

みるという外的調整から始まっておもしろそうだと

感じ、それを取り入れて意味や価値がある程度わか

り始める(内的調整)と、先に進んでもっとその意

味や価値を広げようとする内発的な学習に進む。 (11)

と説明している。さらに、この学習の流れは rwいか

に』に学ぶかの側面に寄り添い、『気づき』を契機に

学びを広げていく考え方に依拠するJ(12)ものである

と述べている。本校保健体育科では、この学習過程

はまさに知識構成型ジグソー法の手法とも合致する

ものであると捉えており、自律的動機づけを高める

学習過程として単元計画の構想に取り入れる。
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(3) 運動有能感を高める指導

①運動有能感の高まりについて

人は、様々な刺激から得られる情報をもとに思考・

判断し、意図する方向に状況や状態を変化させるこ

とができたときに有能さを感じるとされている。

運動やスポーツにおいて有能さは運動有能感と同

義で扱われ、高橋 (2003)は「予測不能な状況や環

境のなかで、自信を持って積極的に対処していくこ

とのできる能力J(ゆと定義し、運動能力や運動技能

に対する肯定的認知である「身体的有能さの認知人

努力や練習によって運動がコントローノレできるとい

う「統制感」、他者に受け入れられているという「受

容感」の3つの因子で構成されるとしている。さら

に、運動有能感は運動やスポーツとのかかわりを内

発的に動機づけるための重要な要素であり、単に他

者との競争による結果や比較して優れているという

優越感ではなく、できないことができるようになっ

たり、もっと上手にできるようになったりする成功

体験によって得られる達成感及び、その過程を共に

した他者とのつながりの実感によって高まると述べ

ている。

②指導方法について

実際の子どもたちの運動・スポーツに関する目標

や課題は個々によって様々である。そのため教師は、

生徒一人ひとりの成功体験を支えるために、必要な

情報(基礎知識や基本技術)を可能な限り網羅する

形で提示しなければならない。

そして、その提示の仕方は「教え込み」により技

能を習得させるという立場からではなく、自らのカ

でできたという実感を持たせるために「ともに学び

育ち一支援するJ(14)という立場に立って行わなけれ

ばならない。もう一人の他者として生徒のつまずき

を予想し、その解決につながる学習資料を準備する

とともに、基本技術の必要最小限な直接指導で主体

表 1 個別技能チェックの肉容

技能テzック項目

0アプローチについて

1.自身に合った歩数で減速せずに走る」とができている

Zハードルに対して速く〔適切な位置)から靖み切れている

。ハードリングについて

a撮り上げ脚や扱き闘がスムーズに行えている

4.空中でパフンスを崩さず，、一ドルを越えている

。インターバルについて

5.自身に合った歩散でリズムよ〈走れている

8.スピードを落とさずに走れている

的な学びを支える。

基本技術の具体的な指導内容には、①ミニハード

ル・トレーニングによるリズミカルな走りと②振り

上げ足動作の一斉指導。③技能チェック(表 1)に

よる個々の技能把握と直接指導、④学習カードへの

アドバイス記入などの個別指導を設定する。

(4) 知識構成型ジグソー法による体育学習

ここでは、知識構成型ジグソー法による体育学

習における各課題や活動の基本的な考え、設定の

方法、具体的な内容などについて述べる。

① メインの課題について

メインの課題とは、単元を貫く問いで子どもたち

の学習活動を方向付ける核となる課題のことである。

どのような課題を設定すると子どもたちに対象化さ

れ、より活発で主体的・自主的な学びを引き起こす

のかについて、動機づけを高める視点から考える。

達成目標理論(16)による動機づけ研究によれば、自

己の高い能力を他者に示すことによって有能感を得

ょうとする成績目標よりも、自己の能力の向上やそ

れに向けての努力によって有能感を得ょうとする熟

達目標の方が、興味、楽しさ、競技意欲、内発的動

機づけ、運動の成績などとEの相闘を示すという。

また、体育の授業を対象とした動機づけ雰囲気の

研究凶でも、学級が努力や熟遣を重視する熟達雰囲

気であると感じる生徒は、授業が楽しく、一生懸命

活動し、体育授業に対する緊張や不安が低いという

傾向があることが分かっている。逆に、成績志向で

あると感じる生徒は、不平等感を持ちやすく、緊張

や不安が高くなり、動機づけが低くなりやすいとい

う報告がなされている。

これらのことから、メインの課題には熟達目標を

設定することが望ましいと考える。この熟達目標は、

個人競技であれば個人的技能、集団競技であれば集

団的技能に関する内容となる。いずれの競技におい

てもその運動やスポーツが持つ固有の楽しさと直接

的に結びっく内容をメインの課題として設定し、子

どもたちに対象化させることでより活発な対話(体

話)が生まれ、主体的・自主的な学びの中で運動や

スポーツに対する理解が促されると考える。

② エキスパート課題について

エキスパート課題は、メインの課題を解決するた
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外的調整 →|忌り又品両み白川合函|→ 内的開

園3 rわかる」と「できる」が共感し合える体育学習の単元構想園

めの部品である。メインの課題に熟達目標として運

動やスポーツの楽しさと直接的に結びつく技能に関

する内容を設定するならば、エキスパート課題には、

楽しさを支える楽しみ方として運動やスポーツを特

徴づける構造的特性の内容を設定する必要があると

考える。そして、子どもたちが自ら解にたどり着け

るようにするためには ただ単に一般的な構造的特

性をエキスパート課題として並べるのではなく、子

どもたちの今持っている力を見極め、より実態に即

するように焦点化した内容を提示することが大切だ

と考える。その際、教科の特性から知識や情報を覚

えさせるための資料として与えるのではなく、運動

課題として行う身体感覚を通した体験的な理解、い

わゆる「気づき」を他者に伝えさせるようにする工

夫が必要であると考える。

③ ジグソー活動について

ジグソー活動は、仲間と協力しながら試行錯誤を

重ね、自分なりの解にたどり着く活動である。

体育は、知ることとできることが区別される教科

であり、行い方を知っているからといってできると

は限らない。しかし、知らないと主体的・自主的に

活動できなのが子どもたちの実情である。何をどの

ように行えばできるようになるかの見通しゃ動きの

イメージを持たせることが主体的・自主的な課題解

決の活動を促すのに有効であると考える。また、前

年度の研究において、知ることが新たな力を体得す

るための対話(体話)を促す可能性があるという成

果が得られている。これらのことからジグソー活動

を知る段階とできる段階の2段階に分けて設定する。

(
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この 2段階のジグソー活動は、先行オーガナイザー

を手がかりに自分の認知構造の中に新たな概念を形

成するという有意味受容学習 (8)の理論とも関連づ

けた。ジグソー活動①で共有するイメージが先行オ

ーガナイザ}としての役割を果たし、イメージと身

体操作のズレを埋めるために必要な情報(基礎知識

や基本技術)を意味あるものとして自己に取り入れ、

新たな身体感覚を形成していく活動がジグソー活動

②にあてはまると考えるからである。

ジグソー活動①〈知る段階〉
エキスパート活動で得た気づきを伝え合い、ど

うすれば解にたどり着けるかのイメージを構築
し、共有する活動。
ジグソー活動②(できる段階=わかる段階〕
共有したイメージを体現することで得た新た

な気づきゃ情報をもとに、イメージの再構築や体
現を繰り返しながら、スパイラノレ的に技能を高め
る活動。

このジグソー活動は、エキスパート課題で得た自

己や他者の気づきを統合することで創り上げた共有

イメージを出発点とし、主体的に仲間と協力して試

行錯誤を重ねながら自分なりのゴールにたどり着く

ための活動として、「わかるJと「できるJが共感し

合える体育学習の重要な柱と考えている。

(5) rわかる』と『できる」が共感し合える体育学習

の単元構想図

これまでの研究を踏まえ、「わかる」と「できる」

が共感し合える体育学習の単元構想図(図 3) を作

成した。構想図をもとに知識構成型ジグソー法によ

る体育学習の単元計画を作成し、授業を実践する。

2段階のジグソー活動
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W 授業実践

1 対象

全学年 (477名)を対象に、知識構成型ジグソ一法

によるハードノレ走の授業を行った。記録測定は全学

年で実施し、アンケート調査等は2・3学年を対象

とした。

2 実践内容

(1) 陸上競技「ハードル走」

ハードル走は、決められたハードルの高さや設置

間隔という制限された空間の中で行うため、平坦な

走路を速く走れるからといって必ずしもスムーズに

ゴールできるとは限らない。その空間に自己の走り

を対応させることが重要であり、そこが学習のしど

ころとなる。

(2) 単元の構想

メインの課題として「どのように走れば、目標タ

イムを達成することができるか?Jを設定し、次の

内容で単元を計画した。

① ヨースの設定

中学校学習指導要領解説及び本科が採用している

体育実技の副読本(16)を参考に、男女別50mハードノレ

走コースを設定した(表2)。高さは、全学年共通で

(イ) エキスパート Biハードリングの踏切位置」

1台目の踏切をハードルから 30cmの

運動 位置と 2mの位置の2パターンで踏み切

課題 り、高さ 60cm、インターパル5mの

ハードノレを連続して越えてみよう。

聞い
次のハードルまで、スムーズに越えられ

る踏み切り位置はどこですか?

グノレ}プに伝えて欲しい気づき

「自分に合ったできるだけ遠い位置で踏み切る

と連続してスムーズなハードリングが行えると

し、うこと。」

(ウ) エキスパート Ciインターパノレの走り方J

7m間隔の4つのミニハード/レを、次の

運動
歩数で走ってみよう。(着地を含む)

女 3歩・ 3歩・ 3歩
課題

大4歩・ 5歩・ 3歩

*4歩・ 4歩・ 4歩

聞い
インターパルを走るときに大切にしたい

ことは何ですか?

グループに伝えて欲しい気づき

「自分に合ったインターパルの歩数を決め、同じ

リズムで連続して走り切るということ。」

男女別に2段階設定し、自己の能力に応じてコース ④ ジグソー活動

を選択させ、単元はじめとおわりに記録測定を行っ (ア) ジグソー活動①

た。 エキスパート活動の気づきを伝え合い、対話(体

② メインの課題

「どのように走れば、目標タイムを達成できるか?J

③ エキスパート課題

(ア) エキスパート Aiアプローチの走り方」

運動 アプローチを5歩と 10歩の 2パターン

課題 で走り、踏み切ってみよう!

聞い 踏み切りやすい歩数は、何歩ですか?

グループに伝えて欲しい気づき

「アプロ}チで大切なのは、自分に合った歩数

で、スピードを落とさずに踏み切るということ。」

話)を通して一連の流れのイメージを共有するとと

もに、自分なりのイメージを持つ。

(イ) ジグソー活動②

イメージしたことを体現し、新たな気づきゃ情報

を伝え合ったり、取り入れたりしながらイメージを

再構築し、再度、体現を繰り返す。この流れをスパ

イラノレ的に行って技能を高める。

⑤ 期待する解の内容

(ア) 技能の内容と評価基準

生徒の走力とハードル走の特性を考慮し、体育実

技の副読本(16)及び 50m走と学習前の 50mハードノレ

走のタイム差を参考に、30%以上短縮できればA(ょ

くできた)、 15%以上短縮できればB(できた)、 15%

未満の短縮でc(要努力)として技能を個の短縮率

で評価する基準を設定した。
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(イ) 記述による解と評価基準

記述による期待する解として、「自分に合った歩数

でスピードに乗ってアプローチを走り、ハードルに

対して遠くから踏み切りスムーズなハードリングに

つなげる。ハードリングは、振り上げ足や抜き足、

体の軸や姿勢などを意識する。そして、インターパ

ノレでは、自分に合った歩数でりズムよくスピードを

維持して、最後のハードノレまで走り切る。」を設定し

た。しかし、教科の特性から体育学習における記述

による解は、基礎知識を羅列するだけの内容では学

習成果として十分とは言えず、できることに裏付け

られたわかる内容が見られることが重要となる。つ

まり、記述による身体感覚の外在化が要点であり、

学習前後において身体感覚の変化に伴う概念変化が

記述に見られるかをみとる必要がある。

そこで、今回の記述による解のみとりで大切にす

ることは、「基本的な用語や数字、動きや体の各部位

の意識などを表す言葉を用いて実際に行ったハード

ル走のスタートからゴールまでの一連の流れを想起

させるような、より具体的な説明や表現ができてい

るか」である。そのことを読み取りながら、ょくで

きている 3点、できている 2点、できていない 1点

として3段階で評価する。

3 測定及び分析方法

単元はじめとおわりの記録測定と、ジグソー活動

に4/7時間以上取り組んだ生徒のみを対象に、次

の測定と分析を行った。

(1) 単元はじめとおわりのタイム差の変化

全学年の 50m走と単元はじめとおわりの 50mH

走とのタイム差(ハードルにかかった時間)の変化

を測定した。

(2) 記述による解の変化

2・3学年の中で、タイム差が最大だった2年A

組の女子を抽出学級A (17名)、最小だった 3年B

組の男子を抽出学根B (19名)として、単元はじめ

とおわりの記述による解の評価点の変化を測定した。

(3) 個の変容

3学年からタイム差と運動課題の内容を考慮して、

男女各1名を抽出生徒(男子生徒A、女子生徒B)

として設定した。抽出生徒の「記述による解Jと「学

習の感想」、「学習の記録」から個の変容をみとる。

(4) アンケート調査の変化

抽出学級を対象に次の内容について、アンケート

調査を行った。

①「共感し合える捜業」

「共感し合える授業」について、生徒による形成的

授業評価票(19)を用いてアンケート調査を行った。

形成的授業評価票は、「成果」、「意欲・関心」、「学

び方」、「協力」の4次元9項目で作成されている。

それぞれの項目に対して、「はし、J3点、「どちらで

もないJ2点、「いいえJ1点の3件法で回答させて

その平均点を算出し、形成的授業評価の診断基準に

照らして、 5段階で項目ごとや次元別及び総合評価

を行う評価法である。評定5が最も良い評価である。

本研究では、その中から「成果」次元の項目1.

「深く心に残ることや、感動することがありました

か。」、項目 2.["今までできなかったこと(運動や作

戦)ができるようになりましたか。」、項目 3. ["Wあ

っ、わかった』とか『あっ、そうか』と思ったこと

がありましたか。」の3項目及び、「協力」次元の項

目8.["仲間と協力して、仲良く学習できましたか。J、

項目 9.1仲間とお互いに教え合ったり、助けたりし

ましたか。」の 2項目の計5項目を「共感し合える授

業」の評価項目として設定した。

調査は、抽出学級の生徒を対象にジグソー活動①

(4/12時間目)とジグソー活動② (8/12時間目)

の授業後に行った。

②運動有能感の変化

運動有能感測定尺度(叫を用い、運動有能感の変化

についてアンケート調査を行った。

運動有能感測定尺度は、自己の運動能力、運動技

能に対する肯定的認知である「身体的有能さの認知」、

自己の努力や練習によって運動がコントロールでき

るという「統制感」、運動場面で他者から受け入れら

れているという「受容感」の 3因子各4項目で構成

されている。

調査は、学習前のオリエンテーションの時間(1 

/12時間)と学習後のまとめの時間 (12/12時間)に

行い、 15.よくあてはまるJから 11.まったくあ

-130-



保
健
体
育

てはまらない」の5件法で回答させた。

③ 自律的動機づけの変化

自律的動機づけの変化について、運動に関する自

己決定動機づけ尺度(21)を用いて調査を行った。

運動に関する自己決定動機づけ尺度は、内発的動

機づけに関する内容4項目、同一視的調整に関する

4項目、取り入れ的調整の4項目、外発的調整の 3

項目、非動機づけの 3項目で構成されている。

調査は、運動有能感の調査と同様、学習前のオリ

エンテーション(1 /12時間)と学習後のまとめ

(12/12時間)の時間に行い、 r5.かなりあてはま

る」から rl.まったくあてはまらない、又は該当

しない」の5件法で回答させた。

(5) 分析方法

測定結果は、すべて平均値及び標準偏差で示し、

比較・分析には対応のある t検定を用いた。いずれ

も有意水準は5%未満とした。また、記述による解

の変化については、評価点の変化に併せてテキスト

マイニングを行い、記述にある単語を抽出し、関係

性を視覚化して解の内容を分析した。

V 結果及び考察

1 単元はじめとおわりのタイム差の変化

単元はじめとおわりのタイム差は、全学年とも学

年全体及び男女別の結果(表2)において、単元お

わりのタイム差の方が有意に小さかった。

これは、ハードルにかかる時聞が短縮したことを

示している。

このことから、本実践を通して記録が向上したこと

がわかる。

表2 タイム差の変化

全体 男子 女子
n=141 

四=7・ 目=73

pre 3.19 ::!: 1.09 2.96士1.19 3.42士0.94

年附ct 2.29土凪73 柿 2.11 土 0.68 柿 2.48土 0.74 肺

四=1闘
四=7・ 目=74

2 P問 2.34 ::!: 1.62 1.92 ::!: 0.69 2.78士 2.ω

年間t 1.62土脳神 1.19土 0.61 帥 2.08士0.80 榊

.=1111 .=72 同=輔

3 pre 3.01 ::!: 2.30 2.64士1.09 3.41 士0.85

年問坑 2.ω::!:0.96 柿 1.92士 0.90 柿 2.72 ::!: 0.84 肺

叩<.10・κ05拘 <.01

2 記述による解の変化

(1) 抽出学級の評価点の変化

2つの抽出学級とも単元はじめとおわりの記述に

よる解の評価点は、単元おわりの評価点の方が有意

に高かった(表 3)。

これは記述による解が、体験的理解に基づき、基

本的な用語や数字、体の部位や動きの意識などを表

す言葉を用いて、より具体的な説明や表現ができる

ようになり、期待する解に近づいたことを意味して

いる。実際の個の変容は後述するが、記述による解

の変化から、多くの生徒に身体感覚の変化に伴うハ

ードル走の一連の流れに対する概念変化があったと

推察する。

表3 抽出学級の評価点の変化

P陪 1.59 主 0.51 1.21 主 0.42

post 2.71 土 0.59 申事 2.53 土 0.51 事事

+p(.10牢pく.05牢牢p(.Ol

(2) キーワードの関係性の変化

単元はじめとおわりにおける記述による解の内容

について、テキストマイニングを行い、出現キーワ

ードの関係性を視覚化したコンセプトマップを作成

した。図4に抽出学級Aのコンセプトマップを示す。

今回は、重要キーワードにハードル走の重要局面

である「アプローチ」、「踏切」、「インターパル」を

設定し、その関連キーワード(動詞、名調、形容詞、

数詞)を抽出した。

その結果、単元はじめの解の内容は、「踏切」が他

の重要局面である「インターパノレ」、「アプローチ」

と切り離されていることがみとれ、ハードノレ走の一

連の流れがイメージされていないものが多いと言え

る。また、各局面を結ぶ関連キーワードも具体的な

表現が少なく、しっかりと整理された記述内容にな

っていないことがコンセプトマップからみとれる。

しかし、単元おわりの解の内容は、各局面がしっ

かりと結びついたコンセプトマップになっている。

さらに、重要局面を結ぶキーワードにもr7 '"" 8歩J

や r1 '""1. 5mJなどの具体的な数字、「前傾姿勢」

や「素早い」などの意識的な身体操作をイメージさ

せることばが現れていることがわかる。
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このことから単元のおわりの解は、ハードノレ走の

スタートからゴールまでの各局面に対する身体操作

や身体感覚が想定され、一連の流れがイメージでき

る内容が多くなったと言える。この結果は、前項の

推察を裏付けるものであると考える。と同時に、バ

ラバラだ、った個々のハードル走に対するイメージが、

対話(体話)によって共通認識や共通イメージが得

られている状態であり、運動共感によって導かれた

可能性が考えられる。これは、後述する抽出学級A

の共感し合える授業の有意傾向からも言える。

単元はじめ

単元おわり
ん四

園 田BI注国

j:晶F?子園
E 墨四国ZE固 τ回

図4 コンセプトマップの変化

(3) 個の変容

①男子生徒Aの変容(原文ママ)

5Om走 (7.2)記録① (12.0)記録② (9.8)

はじめの解

メッチャ走って、ハードルの近くでボーンと跳15i。

真上に跳ぶのではなく、前にできるだけ遠くに跳ぶ。

おわりの解

ハードルでタイムを良くするには、タイミンクとテ

ンポ!それを調整するためのアプローチは7歩ぐらい

で、加速して跳び、跳15iタイミンクはいつでもハード

生皮61m70cm三皇位のところで跳ぴ、生費支乏段

位置ま支三王'Y7賓蹟むことがわかっ定。 &t1~~i長k
個人差がある。

学習の感想

最初の時はタイhもいまいちで、 50m定とのタイ

ム差が5秒ぐらいあって、かなり太変なことになって

いだけど、練習中に先生や友だちのアドバイスや、ジ

グソー活動で見つけたことや上手な人の定りを見て速

くなるコツを見つけ出した時はうれしかっ疋。また、

それを利用して練習をしていくうちにだんだんタイム

ち速くなっていった。途中で足をケガレて練習できな

かった時ちあつだけど、イメージトレー二ングをして、

最後には目標タイム (A評価〉をとることができた。

すごくうれしかった。

学習の記録(気づきの記述)

・工キスパート活動で気づいたことを練習で実践する

が、インターパルの歩数がバラバラになる。厘園陸

ハードルを越えEあと、画足着地になってしまい2

歩目につながらない。

=今動画に撮り確認をし、他の人と比べてみる。

・頭では理解しているけど、体がついていかない。ま

だコツをつかめていないからだと思う。

・着地から2歩目がスムーズにできるよう|こなって、

スピードが上がっ疋。

・上手な人は、体の軸がぶれていない。

・最後の記録会が今までで1番いい走りができた。

直接指導の記録

部について、着地レた足の次の2歩目を大きく

前に出レて走り出すようにする捜術指導をレ定。

=キ伺度ち練習を重ね、できるようになりインターパ

ルの歩獄が合うようになった。

男子生徒Aは、運動は好きだが、走るのは苦手で

運動能力的には中位である。本人の感想からもわか

るが単元前半は5台のハードルをクリアするのがや

っとで、 1回走るとかなり体力を消耗していた。

ジグソー活動で仲間に自分の走りを見てもらい、

アドバイスを参考にしたり、できる人の走りを観察

して自分との違いを見つけ出したりしながら何度も

試行錯誤を繰り返して学ぶ姿がとても印象的であっ

た。その中で、着地に課題があったため着地後の抜

き足について直接指導した。スムーズにハードルを

跳べるようになってからは、グループの仲間と競争

して楽しんでいた。ケガで練習ができないときでも、

仲間の走りを観察しながら、イメージトレーニング

をしたり、自分との違いを見つけて課題にしたりし

ながら学びを深めている姿あった。課題を対象化し

て能動的に取り組む姿に、とても感心した。
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②女子生徒Bの変容(原文ママ)

50m走 (7.9)記録① (10.9)記録② (9.8)

はじめの解

ハードルの手前で跳ぶのではなく、ハードルの結構

聞から跳んで、ぎりぎりでハードルを

とび越える。あとはリズム。

おわりの解

アプローチは7歩で50mを走る感じの勢いで、イ

ンターパルは4歩で全力で走り、前傾姿勢を意識レて

リズムよく。披き足を速くレて太きく踏み出レ、目線

は下ではなく前。

学習の感想

最初すごく怖くて、跳べる自信が主くなかったけ

ど、どんどん練習レ疋り、色んな人からアドパイスを

ちらうことによって、自分がどうやつだらもっと速く

リズムよくハードルをとべるのかしっかり考えるこ

とができた。特に私が一番印象!こ残つだアドバイス

は、生徒Cさんの『飛ぶときは腰がつかまれていると

思って、更!こ前!こ人がいて、その人の手を引くような

イメージ」と言われたことが印象に残りまレ疋。更に、

回線や擁き足のことなど、とても詳レく教えてもらっ

た。最終的に-1.1砂できたのがすごく嬉レかった.

もともとはとっても苦手だっ疋ので、少レはこれで自

信がつきました。これからは苦手意識をなくレて、何

事にも顧張ろうと思います。

学習の記録(気づきの記述)

-ジグソー活動でアブローチやインター1'¥ルの自分

の歩数を見つけ出レ、勢いで2台固まで跳べるよう

になったE

.cさんや周りのアドバイスから課題を見つけ、伺度

ち練習をくり返し取り組んだ。

-意識レないといけないことがだくさんありすぎる

(Mさん〉

-コツをつかめてきたけど、どうしても最後の5台目

が跳べすに止まってしまう。何回挑戦レても5台目

でストップしてしまう (Mさん〉

=争みんなの走りを観察=争自分の走りを動画で撮

ってもらい、出ベて遣いを見つけ課題としている。

(たくさん課題を見つけた・・・ (Mさん〉

-何度ち挑戦して練習をくり返し、最後まで跳べるよ

うになっ定。みんなから拍手が起こる。

指導の記録

=争時記無レ。

女子生徒Bは、運動が好きで積極的に活動できる

生徒である。走ることは好きだが障害物を越えると

きに起こる転倒への恐怖心があり、ハードノレ走を苦

手としていた。そのため運動課題は、ハードル直前

で真上に高く跳んでしってスピードが落ち、そのた

めインターパルの歩数がぱらつき、うまく合わずに

最後の5台目で止まってしまうことであった。

学習の様子は、友だちに自分の走り方を見てもら

ったり動画で撮ってもらいながら、アドパイスを参

考にして課題解決を目指して何度も挑戦していた。

その傍らで、頑張って練習している他の仲間に励ま

しの声かけるなど、みんなで学ぼうとするよい雰囲

気を作ってくれた。そのため、 5台目で止まってし

まっていた生徒Bがすべてをクリアした時には、学

級のみんなから拍手が起こり、できたことを共感し

合うとても感動的な場面になった。それからは、毎

時間楽しそうに更に技能向上を目指して頑張った。

その後、どうしても最後のハードルまでクリアで

きない男子生徒が全部走り切った時にも、みんなか

らの拍手が起こった。みんなの頑張りと優しさが見

られたこの学級の学びの中心にいたのは、生徒Bだ

ったと感じている。

3 アンケート調査の結果

(1) 共感し合える授業

生徒による体育学習の形成的授業評価票の「成果J

及び「協力」の 2次元5項目を「共感し合える授業」

の評価として採用し、ジグソー活動の様子を測定し

た。評価結果を診断基準に照らし合わせると、学級

Aはジグソー活動①、②とも評定5であり、最も良

い評価であった。また、その値はジグソー活動②の

方が高い傾向であるロ学級Bでは、ジグソー活動①

の評定は4であるが、ジグソー活動②で評定5にな

った。さらに、その値は有意に高くなったことがわ

かる。これらの結果は、ジグソー活動が進むにつれ

てそれぞれの目標達成に向けた対話が活発になり、

共感的に活動しながら、スパイラノレ的に技能を高め

表4 形成的評価の変化

抽出学級A 抽出学級B

ジグソー① 2.75 ::!:: 0.60 2.50 ::!:: 0.74 

ジグソー② 2.85 ::!:: 0.46 + 2.88 ::t 0.43 市本

診断革皐
+p<.10句<.05榊 p<.01

11 野定 15

11 I柵 I 3∞-2.7目 I2岡町2.45I 2.44四2.151 2.14四1.91J 1.9日ー1.∞l
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あう学習が行われたことを示している。

このことから、抽出学級では仲間と協力して教え

合ったり助け合ったりしながら、心に残ること感動

することができた「わかるJと「できる」が共感し

合える授業ができたと恩われる。

(2) 運動有能感の変化

両学級とも、運動有能感は単元はじめよりもおわ

りの方が有意に高くなった。このことから両学級の

多くの生徒が、ハードルの高さや設置間隔という制

限された空間に自己とその走りを対応させて課題を

克服し、有能さを感じることができたと推察できる。

因子別に見ると、抽出学級Aでは全ての因子が単

元のおわりに有意に高くなった。しかし、抽出学級

Bでは「身体的有能さの認知」の高まりとは異なり、

運動が上手くコントロールできたという実感である

「統制感」に有意差は見られなかった。これは、自

分に対する期待の高さや走り方に関するこだわりな

Eから、運動課題がより高度化されることで生まれ

た自己のイメージと身体感覚とのギャップとして捉

えられる。技能レベノレが他学級よりも上位である学

級の特徴として挙げられ、より深い対話(体話)が

行われたと考えられる。

表5 形成的評価の変化
匝子別

量動有・・s 身体的有飽きの田知 縫圃暗 畳鯵.

抽出苧aA -官r. 3.58土1.34 3.22土 1柑 3.14:t: 1.45 4.21 :t: 0.87 

po.t UII 土 1.22・・ 2・1土 1.23輔 3.55土1..3・輔 4.47土 0.74同

抽出拳録B 町@
3.31土'掴 3.13土 u・ 3.1・土1A8 2町土 O回

post 3.81土1.25・e 3.41土 u・軸 3.28 :i: L37 n・ 4.11 :t: 0・2"

切<.10句4国劇同.<.01

(3) 自律的動機づけの変化

自;樟的動機づけに関して、抽出学級Aでは「しなけ

ればならないから」という義務的な自己調整段階で

ある「取り入れ的調整」の値が、単元のまとめで有

意に低くなった。また、抽出学級Bでは、外的な力

によって行動が開始されるという「外的調整Iの値

が有意に低くなった。これらの結果から、技能レベ

ルに関係なく両学級ともメインの聞いが対象化され

表5 自律的動機づけの変化

自己 闘聾 111階

..曲岨 外曲 JlY.A.tI.曲 回一哩曲 肉壷曲

柚幽'"・A pre 
E劇主 u 2M孟1.2 z・Z主1.唱 4.20主 1.28 3.闘:i:1.38 

...t 1騎士 1.11"， Z.咽土1.15"， 1.柑土1.31肺4.28:i:1.13 n・ 4，03:i: 1.1・ m

摘由宇田B pr. 
2.31土 U8 4..21 :t: a44 1.15土1.44 4.07 :i: O.回 3.1・土1.2目

..，.t 2.00 :i: 1.園田 U8:t:0.78朝 日I:i:: 1.41 n. 3.I4::t: 1掴 n. 3.7I::t: 1.15闇

....ι10句<'00崎 <.01

たことで、ハードル走に関する技能向上の価値が内

在化され、自己決定的に運動課題の解決に取り組む

生徒が増えたと言える。

V まとめ
1 今年度の成果と課題

(1) 成果

①授業づくりについて

生徒の気づきと対話を中心にした間接的指導によ

り、主体的に活動させながら個に応じて直接指導(基

礎知識、基本技術)を強化することで、技能レベル

に関係なくメインの聞いが対象化され、自己決定的

に課題解決に取り組む姿がみられた。それに伴う記

録の高まり(技能)や記述による解(思考・判断)

の深まりをみとることができた。また、その裏付け

となる運動有能感及び自律的動機づけの高まりも確

認できた。さらに、子どもたちの形成的授業評価か

ら仲間と共感し合いながら学ぶ様子もうかがえた。

これらのことから、本実践は「わかる」と「できる」

が共感し合える授業であり、子どもたちの主体的な

学びによって学習が展開されたと考えられる。

②聞いと評価について

本研究のテーマとは違い副次的な成果ではあるが、

今もっている力を基準に、目標タイムの設定(技能)

及び期待する解(思考・判断)を明確にし、できて

欲しい・わかって欲しい新たな力の評価の具体的基

準として設定したことで、個の変容がみとりやすか

った。さらに、その具体的基準を子どもたちに示す

ことで達成目標としてのメインの聞いがより意識化

され、自分なりの解を求める対話(体話)が活発に

なることが、子どもの学びの姿から実感できた。こ

のことから、今持っている力をベースにした聞いと

具体的基準の設定及び明示によって、能動的な学び

を促すことが考えられ、「目標と聞いと指導と評価」

の一体化という、これからの本校保健体育科の研究

の方向性を得ることができた。

(2) 課題

① 『できる」を保障する指導について

上位生徒及び下位生徒も含め「技能」に関して新

たな力の習得を、確かな実感として経験させること
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ができなかった生徒がいる。技能レベノレの違いにか

かわらず、「できないからできるようになりたい」や

「もっとできるようになりたい」という個に応じた

「できる」を保障することは課題であり、体育教師

としての未熟さを感じている。個を伸ばす技術指導

力の向上のための研修と、今後より一層重視される

子どもたちの能動的な学びを妨げない指導性の発揮

の在り方について研究を重ねいきたい。

②動機づけを高める指導

長期及び定期的運動行動の継続に必要とされる内

発的動機づけや、同一視的調整といった自律性の高

い調整段階に有意な高まりはみられなかった。この

ことは、前項のできることを保障する指導との関連

が強いように思われる。合わせて検討と検証を重ね

たい。

2 今次研究(平成25-27年度)の総括

(1) 生涯スポーツ実麗力と知識構成型ジグソー法

学習指導要領によれば、生涯にわたって豊かなス

ポーツライフを実現するためには運動やスポーツに

対する愛好的・価値的態度の育成は極めて重要であ

り、その達成は技能及び社会的態度(公正や協力、

責任など)の習得によってなされるとされている。

この技能や社会的態度を身につけるために知識が必

要であり、その習得のために思考・判断があると考

えられている。この点を踏まえて知識構成型ジグソ

一法による体育学習の利点を述べると、「運動する主

体である子どもたちの挑戦や克服、達成、解決の欲

求を刺激するような問いを投げかけ(メインの課題)、

そのための核となる知識(原理・原則)を提示して

活動を方向付け(エキスパート活動)、主体的な思考

判断による試行錯誤を行わせながら(ジグソー活動)、

適時その成果や課題を発表・交流させる場を設定し

て活動を振り返らせ(クロストーク)、スパイラル的

に運動やスポーツに関する資質や能力を高めさせる、

生涯スポーツ実践力育成のための基本的なプロセス

を包括している。」と本校保健体育科では考えている。

しかし、それだけで技能が充分に習得されると考え

ているわけではなく、時には教師も学びの参加者と

して、必要なときに必要性に応じて持っている情報

(基礎知識や基本技術とその高め方、経験、感じた

ことなど)を提供することが肝要であり、それによ

ってより主体的な学びを促すように刺激しなければ

ならないと，思っている。また、社会的態度に関して

は一度、学習のスタート時点にみんなで学ぶよさの

確認や約束に関する共通理解を図り、適宜、改善と

修正を加える指導を行わなければならないと考えて

いる。つまり、体育教師として子どもたちの目標達

成に向けて、自得するところは自得させながら必要

な分だけ直接的にかかわり、一緒に学ぶ仲間づくり

の基盤に寄与していくスタンスでの体育学習が構築

できれば、知識構成型ジグソー法による生涯スポー

ツ実践力の育成は可能であると考えている。さらに

言うなら、その体育学習の積み重ねが将来、文化的

営みとして子どもたちの運動やスポーツにかかわる

自由(する・みる・支える・育てる)を保障するも

のになると考えている。

(2) r型』を通した教師の学び

研究当初、本校保健体育科では、知識構成型ジグ

ソー法の「型」の活用に関して暗中模索であったが、

全教科を代表して公開授業を行った。陸上で行う水

との関わりが無い水泳の授業を提案した。その結果、

建設的相互作用は見られず、子どもたちから出てき

た解も教師が期待する解には程遠かった。授業に対

して本科の礎を築かれた上地幸市先生から、運動や

スポーツのよさが活かされていない学習、特に「体

験的な学び」になっていないことを指摘された。

その後、校内研で行った理科の模擬授業に生徒役

で参加したときに衝撃を受けた。授業のはじめでは、

私自身全く答えられなかったことが、授業終盤には

自分なりの確信を持って答えられるようになってい

た。あの時の感動は、今でも忘れられない。理科の

授業であるのにかかわらず、当時持っていた体育教

師としての自負心まで吹き飛ばし、新たな気づきを

もたらした。

人が主体的に学ぶためには、その人自身の「気づ

き」が大切であり、単に情報が与えられるだけでは

不十分であることがわかった。その点から先述の実

践を振り返えると、なぜ建設的相互作用が起こらな

かったのかが理解できた。子どもたち自身の体験や

体感を通した「気づき」を大切にしていなかったの

である。その時、私がこれまでただ単に「思い込み」

に頼って指導してきた教師であり、「型」に落とし込
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むための生徒理解や教科理解が不十分だと痛感した。

それから、子どもたちの体験的な気づきゃ理解を大

切にした授業づくりを行うようになり、理論的な裏

付けと検証を重ね、現在に至っている。

今の本科にとって「型」は大切なレンズとなり、

生徒の学びを捉える役割と教師の指導力を捉える役

割を果たしている。このレンズは知識構成型ジグソ

ー法をまずやってみることからはじめ、その活用の

仕方をひろげ、さらに学びをふかめさせたいと思っ

た本科教師の自律的動機づけの高まりに伴って得ら

れ、磨かれたものである。

今次研究は終えるが、このレンズは大切に持ち続

け、次のやってみるに挑戦していきたいと考えてい

る。微かにではあるが、本科ではこれからの体育学

習の指導イメージとして、子どもの学びを飛行機で

の旅と重ねている。例えると、行ってみたい場所は

聞いや課題、その飛行レーダーとしてのレンズ、垂

直尾翼や水平尾翼は学びを安定させる教師の役割、

さらにその動力に子どもたちの学ぶエネルギーを連

想し、旅の楽しさがわかれば学んだ力を発揮したり、

高めたりしながら新たな旅に挑戦しようとする意欲

に繋がるのではないかと考えるからである。このよ

うなことを思いながら、今後も子ども達の将来を明

るく豊かにするための保健体育の学習について考え

ていきたい。
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